
私
の
終
戦
は
奄
美
で

昭
和
十
二
年
七
月
七
日
宜
溝
橋
で
日
中
両
国
が
衝
突
し
、
日
華
事
変
が

は
じ
ま
る
。
こ
れ
が
世
界
大
戦
に
ま
で
拡
大
す
る
こ
と
は
思
い
も
よ
ら
な

冶

〉

:o

A
N

，
J
人

当
時
の
日
本
は
神
国
で
過
去
の
歴
史
か
ら
見
て
戦
争
は
常
に
勝
つ
も
の

だ
と
思
っ
た
の
は
、
私
一
人
で
は
あ
る
ま
い
。
大
陸
で
は
つ
ぎ
つ
ぎ
と
起

る
事
件
が
日
常
茶
飯
事
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
年
の
物
価
は
、
パ

ン
は
一
斤
七
銭
、
塩
は
一
キ
ロ
六
銭
六
厘
で
あ
る
。
昭
和
十
三
年
に
は
、

ガ
ソ
リ
ン
節
約
の
た
め
、
東
京
の
青
パ
ス
、
乗
用
車
の
木
炭
車
が
登
場
す

る
。
牛
肉
が
百
匁
一
円
五

O
銭
、
白
米
が
十
キ
ロ
二
円
八
七
銭
、
こ
の
年

の
頃
よ
り
日
中
戦
争
は
戦
線
拡
大
の
一
途
を
辿
り
、
街
角
に
は
千
人
針
を

持
つ
女
性
が
チ
ラ
ホ
ラ
と
眼
に
映
る
。
出
征
軍
人
の
旗
の
波
が
増
え
て
来

た。
昭
和
十
四
年
に
は
、
ネ
オ
ン
、
パ
ー
マ
ネ
ン
ト
も
禁
止
と
な
り
、
入
浴

料
が
六
銭
と
な
っ
た
。
流
行
語
に
「
産
め
よ
殖
や
せ
よ
」
「
日
の
丸
弁
当
」

が
登
場
し
、
流
行
歌
に
「
愛
馬
進
軍
歌
」
が
あ
っ
た
。

昭
和
十
五
年
に
は
米
、
味
噌
、
醤
油
、

マ
ッ
チ
、
木
炭
、
砂
糖
等、

十

泰

j工

歌

子

鷺
宮
三
丁
目

品
目
が
切
符
制
に
な
り
、
門
松
が
禁
止
さ
れ
、
英
語
が
消
え
た
。
流
行
語

に
「
万
世
一
系
」
「
八
紘
二
子
」
「
一
億
一
心
」
等
が
登
場
す
る
。
流
行
歌

に
「
紀
元
二
千
六
百
年
」
「
暁
に
祈
る
L

等
が
あ
っ
た
。
牛
礼
が
一
合
九
銭

で
あ
っ
た
。

昭
和
十
六
年
に
は
小
学
校
が
国
民
学
校
と
改
称
、
ド
レ
ミ
フ
ァ
が
イ
ロ

ハ
に
改
め
ら
れ
た
。
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つ
い
に
同
年
十
二
月
八
日
に
は
ハ
ワ
イ
真
珠
湾
奇
襲
攻
撃
に
発
展
し
、

大
東
亜
戦
争
に
突
入
し
た
。
「
勝
っ
て
く
る
ぞ
と
勇
ま
し
く
」
と
出
征
軍
人

を
送
る
軍
歌
や
、
旗
の
波
が
日
本
全
国
津
々
浦
々
に
な
び
き
、
南
方
に
大

陸
に
と
送
り
出
さ
れ
た
。
街
々
に
は
千
人
針
を
作
る
女
性
の
数
が
多
く
見

ら
れ
る
。
流
行
歌
に
、
「
進
め
一
億
火
の
玉
だ
」
「
空
の
神
兵
」
等
の
歌
声

が
流
れ
る
。

東
篠
首
相
は
ラ
ジ
オ
放
送
で
、
皇
軍
は
連
戦
連
勝
「
同
慶
の
至
り
」
と

言
い
、
大
本
営
発
表
は
「
敵
空
母

O
O隻
撃
沈
」
「
敵
機

O
O機
撃
墜
」
と

発
表
す
る
。
当
時
の
私
は
そ
れ
を
信
じ
て
い
た
。
悲
し
い
限
り
で
あ
る
。

白
米
十
キ
ロ
三
円
五

O
銭
、
豆
腐
が
七
銭
で
あ
っ
た
。



当
時
私
は
、
東
京
の
陸
軍
兵
器
本
廠
で
タ
イ
ピ
ス
ト
と
し
て
勤
め
て

い

た
。
特
に
心
に
残
る
の
は
、
天
皇
陛
下
と
い
う
言
葉
が
出
る
と
、
ど
こ
に

居
て
も
直
立
不
動
の
姿
勢
に
な
る
。
陸
軍
兵
器
本
廠
勤
務
中
に

「
論
功
行

賞
」
(
国
債
参
拾
円
也
)
な
る
も
の
を
拝
命
し
た
。
私
は
何
の
意
味
だ
か
分

か
ら
な
い
が
項
い
た
。

昭
和
十
六
年
、
戦
時
色
が
濃
厚
に
な
っ
た
の
で
、
両
親
の
勧
め
も
あ
り
、

ふ
る
さ
と

故
里
鹿
児
島
県
奄
美
大
島
に
帰
る
こ
と
に
な
る
。
東
京
よ
り
国
鉄
で
東
海

道
線
、
山
陽
線
を
門
司
で
鹿
児
島
本
線
に
乗
り
継
い
で
鹿
児
島
に
着
く
。

こ
こ
か
ら
海
路
一
昼
夜
で
故
里
に
着
く
の
で
あ
る
。
海
路
は
敵
機
に
遭
遇

し
な
い
よ
う
に
祈
り
な
が
ら
、
灯
火
管
制
の
も
と
に
、
明
日
の
命
も
計
り

知
れ
な
い
不
安
に
怯
え
な
が
ら
我
が
故
里
に
着
い
た
。

幸
い
私
は
訓
導
(
小
学
校
教
諭
の
旧
称
)
の
免
許
が
あ
っ
た
の
で
、
新

学
期
か
ら
国
民
学
校
に
勤
務
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
校
舎
は
山
を
背
景
に
、

近
く
に
は
澄
ん
だ
小
川
の
せ
せ
ら
ぎ
の
音
や
、
小
高
い
所
に
あ
る
の
で
港

が
よ
く
見
え
る
。
教
育
の
場
と
し
て
は
理
想
的
な
環
境
で
あ
る
。

登
校
し
て
眼
に
つ
く
の
は
国
民
学
校
の
新
し
い
表
札
で
あ
る
。
校
内
に

入
る
と
、
先
ず
小
高
い
所
に
あ
る
奉
安
殿
(
天
皇
陛
下
の
御
真
影
を
安
置

し
て
在
る
殿
)
に
最
敬
礼
し
、
次
に
正
面
の
山
に
あ
る
神
社
に
敬
礼
を
し

て
、
そ
れ
か
ら
職
員
室
に
入
る
。

児
童
も
同
じ
よ
う
に
し
て
各
教
室
に
入
る
。
余
談
に
な
る
が
、
奉
安
殿

は
、
私
の
亡
き
父
親
が
県
庁
の
土
木
課
に
勤
務
し
て
い
た
時
代
に
設
計
監

督
し
て
竣
工
し
た
も
の
で
、
当
時
の
お
金
で
三

O
円
の
大
金
だ
っ
た
と
い

う
。
そ
の
父
親
も
三

O
年
前
に
世
を
去
っ
た
。

日
本
の
四
大
節
、
一
月
一
日
、
天
長
節
、
紀
元
節
、
明
治
節
の
儀
式
の

と
き
、
学
校
長
が
教
育
勅
語
を
お
読
み
に
な
る
。
学
校
長
が
勅
語
を
間
違

え
る
と
本
当
か
嘘
か
首
に
な
る
と
聞
か
さ
れ
た
。
儀
式
の
と
き
は
教
師
も
、

児
童
も
晴
れ
着
で
あ
り
、
女
教
師
は
紋
付
き
袴
で
あ
っ
た
。

さ
て
、
本
校
は
国
民
高
等
科
合
わ
せ
て
生
徒
数
千
人
程
度
で
、
女
教
師

は
十
名
程
で
あ
る
。
私
は
二
年
生
の
受
け
持
ち
で
あ
る
。
全
校
生
の
朝
礼

が
終
る
と
、
一
年
生
か
ら
高
等
科
ま
で
順
を
追
っ
て
各
教
室
に
入
り
、
授

業
を
始
め
る
。

「
お
早
う
ご
ざ
い
ま
す
L

と
挨
拶
が
始
ま
る
と
、
児
童
が

ニ

コ
ニ
コ
と
私
を
迎
え
る
の
で
、
教
職
と
い
う
も
の
に
対
し
こ
の
世
の
幸
せ

を
感
じ
る
。
先
ず
授
業
の
前
に
児
童
の
顔
色
を
眺
め
る
。
そ
れ
か
ら
五
分

間
乾
布
摩
擦
を
す
る
。

教
科
書
は
、
大
部
分
が
戦
争
に
関
連
す
る
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
何
の

抵
抗
も
な
く
教
師
も
児
童
も
努
力
す
る
。
私
の
指
導
に
理
解
を
し
て
く
れ

た
と
き
は
、
好
き
な
こ
の
道
に
つ
い
た
満
足
感
が
あ
る
。
た
だ
、
音
楽
の

時
間
の
ド
レ
ミ
フ
ァ
の
音
階
の
イ
ロ
ハ
に
は
な
じ
め
な
か
っ
た
。
授
業
が

終
る
と
、
児
童
と
共
に
教
室
の
掃
除
に
か
か
る
。
上
級
生
の
週
番
が
巡
回

し
て
、
黒
板
に
も
批
評
記
録
し
て
い
く
の
で
、
教
師
も
児
童
も
廊
下
や
教

つ
ち
か

室
を
丁
寧
に
光
ら
せ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
も
勤
労
精
神
を
培
う
た
め
で
あ

る
。
現
在
の
よ
う
な
給
食
制
度
も
な
く
、
弁
当
を
持
っ
て
く
る
児
童
は
、

勿
論
銀
の
飯
な
ど
望
め
な
い
。
麦
の
混
じ
っ
た
も
の
、
或
い
は
さ
つ
ま
芋
の
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弁
当
で
あ
る
。



昭
和
十
七
年
に
は
衣
料
切
符
制
に
な
り
、
ズ
ボ
ン
の
穴
を
繕
い
、
ズ

ッ

ク
靴
も
破
れ
、
裸
足
で
登
校
す
る
者
も
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
だ
。
危
険
な
の

は
針
や
ガ
ラ
ス
破
片
で
、
足
裏
に
刺
さ
る
の
を
最
も
恐
れ
た
。
「
ほ
し
が
り

ま
せ
ん
勝
つ
ま
で
は
」
と
指
導
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
は
心
痛
ん
だ
。

更
に
は
授
業
中
に
、
こ
の
頃
か
ら
米
機

B
m
が

一
万
メ
ー
ト
ル
の
上
空
か

ら
、
時
折
無
差
別
に
爆
弾
を
投
下
し
て
い
く
。
町
役
場
の
サ
イ
レ
ン
の
合

図
に
、
児
童
と
共
に
裏
山
の
防
空
壕
に
逃
げ
込
む
。
常
に
こ
の
事
の
繰
り

返
し
だ
。

学
用
品
も
不
足
が
ち
に
な
り
、
習
字
は
新
聞
紙
を
適
宜
に
切

っ
て
習
い
、

作
文
は
藁
半
紙
半
枚
に
、
両
面
に
小
さ
く
書
く
こ
と
の
指
導
や
、
鉛
筆
が

短
く
な

っ
た
ら
キ
ャ

ッ
プ
に
差
し
込
ん
で
使

っ
た
。

そ
の
頃
の
郵
便
葉
書
は
三
銭
、
封
書
は
七
銭
で
あ
る
。
昭
和
十
九
年
頃

に
な
る
と
戦
局
は
悪
化
の
一
途
を
辿
る
。
流
行
歌
に
、
「
特
幹
の
歌
」
「
予

科
練
」
「
同
期
の
桜
」
な
ど
が
あ
る
。

ひ
と

鳥
帰
る
大
君
に
捧
ぐ

特
攻
の
男

こ
の
頃
は
低
学
年
は
休
校
、

学
校
長
、
教
頭
、
女
先
生
、

高
等
科
の
み

登
校
し
た
。
男
の
先
生
は
、
防
備
隊
の
名
の
許
に
山
の
兵
舎
に
行
く
。
米

機
に
怯
え
な
が
ら
の
日
夜
で
あ
る
。
爆
音
の
止
む
束
の
間
に
、
校
庭
で
生

徒
と
共
に
竹
槍
の
練
習
を
す
る
。
県
道
の
山
裾
に
、
五
、
六

0
メ
ー
ト
ル

毎
に
横
穴
を
掘
り
、

当
時
の
話
で
は
米
軍
が
通

っ
た
ら
槍
で
突
き
刺
す
と

の
話
で
あ

っ
た
。
今
思
え
ば
十
世
紀
遅
れ
た
ナ
ン
セ
ン
ス
で
あ
る
。

食
糧
増
産
と
い

っ
て、

生
徒
、
教
師
も
防
空
頭
巾
を
被
り
引
率
し
て
、

稲
の
植
付
の
作
業
が
あ
る
。
途
中
、
敵
機
が
急
降
下
し
て
、
バ
ラ
バ
ラ
と

無
差
別
に
機
銃
を
浴
び
せ
て
去
る
。
「
そ
れ
待
機
/
」
と
言
っ

て
、
各
自
は

む
ら

草
叢
や
樹
木
の
下
に
身
を
寄
せ
る
。
人
員
点
呼
し
な
が
ら
必
死
の
思
い
で

作
業
場
に
辿
り
着
く
。
こ
の
頃
は
、
町
役
場
も
山
に
疎
開
し
て
サ
イ
レ
ン

も
な
い
。
故
里
に
は
要
塞
司
令
部
が
あ
る
の
で
危
険
こ
の
う
え
な
し
で
あ

る
。
沖
縄
方
面
に
行
く
米
機

B
m
が
編
隊
を
組
ん
で
通
る
の
で
、
教
頭
先

生
が
上
空
を
見
張
り
、
作
業
中
に
爆
音
が
あ

っ
た
ら
待
機
と
合
図
す
る
。

「
そ
ら
敵
機
/
」
と
い

っ
て
、
ア
ダ
ン
の
根
元
や
草
叢
な
ど
両
脇
に
生

徒
と
共
に
重
な
り
、
身
を
潜
め
る
。
機
銃
の
破
片
が

一
メ
ー
ト
ル
先
ま
で

飛
ん
で
く
る
。
人
間
の
死
の
瞬
間
と
い
う
も
の
を
体
験
す
る
。
人
間
の
死

の
瞬
時
と
い
う
も
の
は
無
で
あ
る
。
例
え
国
策
で
も
、
十
三
、
四
歳
の
子

供
が
何
の
抵
抗
も
な
く
弾
を
く
ぐ

っ
て
作
業
す
る
の
に
は
、
哀
れ
を
感
ず

る
。
作
業
終
了
後
、
人
員
点
呼
し
て
、
後
ろ
姿
を
見
送
り
な
が
ら
家
路
に

着
く
。
戦
局
は
益
々
悪
化
し
、
学
校
も
閉
校
と
な
る
。

き
て
、

学
年
末
の
学
籍
簿
(
現
在
の
指
導
要
録
)
を
防
空
壕
の
中
で
記

入
す
る
。
私
は
児
童
全
員
に
甲
を
上
げ
た
い
、
修
身
も
甲
を
上
げ
た
い
心

地
で
あ

っ
た
。
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私
た
ち
女
教
師
は
死
と
生
の
境
に
在
る
。
常
に
リ
ュ

ッ
ク
サ

ッ
ク

の
芯
の
手
作
り
)
に
紋
付
き
の
着
物
、
袴
、
身
分
証
明
書
、
か
つ
お
節
等

を
入
れ
て
、
女
教
師
で
あ
る
誇
り
を
持

っ
て
、
常
に
自
決
の
覚
悟
を
し
て

い
た
。
米
機
が
沖
縄
に
飛
ぶ
途
中
に
爆
弾
を
落
す
率
が
頻
繁
に
な
り
、
町

は
危
険
に
な
る
。
全
面
積
は
大
部
分
山
に
固
ま
れ
て
い
る
の
で
、
山
小
屋

(器削



を
作
り
、
家
財
道
具
や
大
切
な
も
の
は
運
ん
だ
。
米
機
に
気
付
か
れ
な
い

た
め
、
屋
根
に
木
を
切

っ
て
被
せ
て
擬
装
す
る
の
で
あ
る
。
特
に
食
事
を

作
る
た
め
の
あ
の
煙
に
は
苦
労
し
た
。
洗
濯
物
は
木
の
陰
に
干
す
。

米
機
は
照
明
弾
と
い
う
も
の
を
落
し
て
暗
い
町
の
夜
を
畳
の
よ
う
に
明

る
く
し
、
焼
夷
弾
で
焼
き
払

っ
た
。
明
け
て
山
の
疎
開
小
屋
か
ら
見
る
と
、

我
が
家
の
餅
っ
き
臼
が
最
後
ま
で
嬬

っ
て
い
る
の
が
印
象
的
で
あ

っ
た
。

生
と
死
を
さ
迷
う
日
々
を
送

っ
て
い
る
折
、
昭
和
二
O
年
八
月
十
五
日
、

中
央
の
行
政
か
ら
伝
達
が
あ
り
、
終
戦
の
大
詔
の
「
玉
音
放
送
」
の
あ

っ

た
こ
と
が
知
ら
さ
れ
た
。
遂
に
日
本
に
は
神
風
は
吹
か
な
か

っ
た
と
私
は

苦
笑
し
、
悲
し
み
も
喜
び
も
な
く
、
無
の
心
で
あ

っ
た
。
教
育
が
人
間
の

思
想
を
知
何
に
左
右
す
る
か
と
思
う
と
恐
ろ
し
く
な
る
。
そ
の
日
を
境
に

爆
音
は
な
く
な
り
、
町
は
平
静
を
取
り
戻
し
た
。
学
校
も
始
ま
り
、
爆
風

で
破
壊
さ
れ
た
校
舎
の
後
片
付
け
に
か
か

っ
た
が
、
勉
強
の
出
来
る
こ
と

を
喜
び
合
い
、
生
徒
も
頑
張

っ
た
。

し
か
し
教
室
は
不
足
で
、
裏
山
の
神
社
の
木
の
下
で
工
夫
し
て
、
曲
が

り
な
り
に
も
授
業
を
始
め
た
。
雨
が
降

っ
た
ら
校
舎
の
廊
下
の
隅
で
授
業

す
る
。
日
の
丸
や
戦
争
に
関
す
る
も
の
は
、
墨
塗
り
し
て
使
用
し
た
。
そ

し
て
、
今
後
の
教
育
方
針
の
転
換
す
る
こ
と
を
祈

っ
た
。

さ
て
、
平
穏
を
取
戻
し
た
我
が
故
里
も
、
食
糧
不
足
に
対
し
そ
れ
な
り

の
生
活
の
知
恵
で
克
服
し
、
蘇
鉄
の
澱
粉
に
米
粒
を
混
ぜ
て
お
粥
を
炊
く
。

真

っ
黒
で
は
あ
る
が
美
味
し
い
。
消
化
も
よ
く
、
昔
か
ら
薬
用
と
し
て
知

ら
さ
れ
て
い
た
。
又
さ
つ
ま
芋
の
茎
を
茄
で
て
野
菜
に
す
る
。
洗
濯
物
は

台
所
の
木
灰
の
澄
ま
し
汁
で
洗
う
。
よ
く
落
ち
る
。
キ
ラ
キ
ラ
と
銀
の
砂

を
播
き
散
ら
し
た
澄
み
き

っ
た
常
夏
の
空
を
眺
め
な
が
ら
、
露
天
の
ド
ラ

ム
缶
風
呂
に
入
る
の
も
良
い
も
の
だ
。

湯
に
浸
り
い
し
天
の
川

敗
戦
の
日
本
に
残

っ
た
我
々
は
、
戦
争
に
よ

っ
て
命
を
失

っ
た
方
々
に

報
い
る
た
め
に
も
、
戦
時
中
の
忍
耐
の
精
神
を
も

っ
て
、
戦
後
復
興
平
和

の
た
め
に
今
日
の
繁
栄
を
築
い
た
と
思
う
。

そ
し
て
我
々
島
民
の
悲
願
で
あ

っ
た
奄
美
群
島
返
還
が
、
昭
和
二
八
年

十
二
月
二
四
日
、
日
米
協
定
調
印
に
よ

っ
て
米
軍
の
統
制
下
か
ら
日
本
の

所
属
に
復
帰
し
、
終
戦
を
迎
え
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
が
私
の
戦
時
中
の
記
録
で
す
。

ド
ラ
ム
缶
の

-213-




